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東
京
都
組

合
で
は
六
月

よ
り
始
ま
っ

た
「
江
戸
湯

屋
巡
り
」
と

表
し
た
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー

の
景
品
と
し

て
、
小
さ
な
下
足
札
の
形
を

し
た
天
然
木
の
板
の
表
に

「
ゆ
」裏
に「
弓
と
矢
」を
デ
ザ

イ
ン
し
た
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
作
成
し
た
▼
レ
ー
ザ
ー
刻

印
で
デ
ザ
イ
ン
が
自
由
に
表

現
で
き
る
事
か
ら
墨
田
区
組

合
で
は
イ
ベ
ン
ト
用
に
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
と
大
相
撲
の
軍
配

を
描
い
た
も
の
を
別
に
作
っ

て
貰
っ
た
こ
と
は
、
６
月
号

の
本
欄
で
も
お
伝
え
し
た
▼

そ
の
後
、
大
田
区
組
合
で
も

イ
ベ
ン
ト
用
に
羽
田
空
港
の

イ
メ
ー
ジ
で
銭
湯
上
空
を
飛

ぶ
飛
行
機
を
描
い
た
ス
ト
ラ

ッ
プ
を
作
っ
た
。
そ
の
他
の

支
部
で
も
イ
ベ
ン
ト
用
に
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
特
色
を
描

い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
計
画
し
て

い
る
と
聞
く
。
個
人
の
浴
場

で
も
作
成
し
て
貰
っ
た
と
こ

ろ
も
あ
る
▼
当
初
、
シ
ン
プ

ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
目
立
た
な

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
ス
ト

ラ
ッ
プ
で
あ
っ
た
が
、木
の
板

に
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
で
き
る

点
が
既
製
の
物
と
違
っ
て
お

り
簡
単
に
多
種
類
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
が
生
ま
れ
出
さ
れ
て
い

る
▼
東
京
都
組
合
で
は
１
０

０
個
単
位
で
浴
場
名
等
の
簡

単
な
デ
ザ
イ
ン
料
込
み
で
一

個
当
た
り
三
百
三
十
円
で
販

売
し
て
い
る
。
他
府
県
か
ら

で
も
注
文
が
あ
れ
ば
送
料
別

で
前
記
の
経
費
で
作
っ
て
貰

え
る
そ
う
な
の
で
、
イ
ベ
ン

ト
の
景
品
等
で
使
い
た
い
組

合
が
あ
れ
ば
、
問
い
合
わ
せ

て
み
た
ら
如
何
だ
ろ
う
か
？

消
費
税
増
税
、振
興
事
業
な
ど
審
議

◎
全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中
央
会

　
中
央
会
は
、　

業
種
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
次
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

１６

　
全
浴
連
の
執
行
部
会
が
七
月
十
二
日
（
木
）
、
午
後
一
時
か
ら
東
京
都
千
代
田
区
の

「
東
浴
ビ
ル
」
の
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
消
費
税
増
税
、
平
成
二
十
四
年
度
全
浴
連
振

興
事
業
の
申
請
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
（
写
真
）。

く
訴
え
て
い
く
こ
と
、
中
央

会
　
業
種
と
連
携
を
諮
り
消

１６
費
税
問
題
を
要
望
し
て
い
く

こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

　
消
費
税
増
税
問
題
に
つ
い

て
は
、
全
浴
連
執
行
部
一
丸

と
な
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

②
平
成
　
年
度
全
浴
連
振
興

２４

事
業
の
申
請
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
の
全
浴
連
振

２４

興
事
業
に
つ
い
て
は
、　

年
２３

度
に
取
り
組
ん
だ
「
浴
育
の

推
進
」
に
つ
い
て
、
よ
り
一

層
の
普
及
・
推
進
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
、
厚
生
労
働

省
に
対
し
て
振
興
事
業
の
申

請
書
を
提
出
し
た
。

　
特
に
、
本
年
度
は
浴
育
モ

デ
ル
事
業
実
施
回
数
を
大
幅

に
増
や
す
こ
と
を
最
重
点
課

題
と
し
、
入
浴
の
効
用
や
マ

ナ
ー
に
関
す
る
紙
芝
居
「
銭

湯
・
お
風
呂
マ
ナ
ー
」
の
読

み
聞
か
せ
を
全
国
１
０
０
ヶ

所
で
実
施
す
る
計
画
案
を
提

出
し
た
。

　
事
業
実
施
浴
場
に
対
し
て

は
、
事
業
委
託
費
も
計
上
し

て
お
り
、
浴
育
事
業
を
希
望

す
る
組
合
員
は
、
都
道
府
県

組
合
を
通
じ
て
全
浴
連
に
申

込
む
。

③
生
命
共
済
配
当
金
に
つ
い

て　
平
成
　
年
度
分
生
命
共
済

２３

の
配
当
金
は
、
加
入
１
口
に

対
し
て
３
、
０
０
０
円
配
当

す
る
こ
と
が
決
定
し
、
７
月

中
に
各
都
道
府
県
組
合
に
送

金
す
る
。

①
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改

革
に
つ
い
て

　
事
務
局
よ
り
、
消
費
税
制

度
の
歩
み
、「
消
費
税
率
改

正
及
び
地
方
消
費
税
の
創
設

に
伴
う
公
衆
浴
場
入
浴
料
金

の
指
定
に
つ
い
て
」
局
長
通

知
（
平
成
９
年
１
月
）、
平
成

　
年
６
月
　
日
の
衆
議
院
で

２４

２６

可
決
さ
れ
た
消
費
税
を
含
む

税
制
抜
本
改
革
法
案
の
修
正

協
議
の
内
容
、
全
浴
連
及
び

全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合
中

央
会
の
消
費
税
増
税
に
関
す

る
要
望
（
別
項
参
照
）
の
資

料
説
明
が
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
全
国
生
衛
中
央

会
小
宮
山
専
務
理
事
よ
り
、

民
主
党
・
自
民
党
・
公
明
党

な
ど
に
要
望
し
た
消
費
税
増

税
に
関
す
る
要
望
が
詳
細
に

説
明
さ
れ
、
全
浴
連
と
し
て

消
費
税
の
運
動
方
針
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
修
正
協
議
で

先
送
り
さ
れ
た
複
数
税
率
の

導
入
な
ど
の
検
討
を
十
分
注

視
し
つ
つ
、
関
係
議
員
及
び

厚
生
労
働
省
に
対
し
て
公
衆

浴
場
の
社
会
的
必
要
性
を
強

迅
陣
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全
浴
連
の
要
望

　
公
衆
浴
場
は
、
日
常
生
活

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施

設
で
あ
り
、
住
民
の
健
康
増

進
等
に
関
し
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
（
公
衆
浴
場
の

確
保
の
た
め
の
特
別
措
置
に

関
す
る
法
律
）。

　
こ
の
た
め
、
入
浴
料
金
に

つ
い
て
は
、
厚
生
省
令
に
よ

り
各
都
道
府
県
知
事
が
、
そ

の
統
制
額
を
指
定
し
て
お

り
、
国
や
地
方
公
共
団
体
で

は
、
利
用
し
や
す
い
料
金
と

す
る
た
め
、
公
衆
浴
場
の
確

保
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
て
い
る
。

　
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥

る
中
、
消
費
税
率
の
　
％
ま

１０

で
の
引
き
上
げ
は
、
入
浴
料

金
に
割
高
感
を
与
え
、
入
浴

離
れ
が
起
こ
り
、
廃
業
に
拍

車
が
か
か
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
住
民
の
そ
の
利
用
機

会
の
確
保
の
た
め
に
も
何
ら

か
の
軽
減
措
置
が
必
要
で
あ

る
。

　
二
、
健
康
入
浴
推
進
事
業

及
び
高
齢
者
福
祉
入
浴
事
業

の
進
展
を
図
る
。

　
三
、
公
衆
浴
場
に
お
け
る

事
故
防
止
、特
に
レ
ジ
オ
ネ
ラ

属
菌
に
起
因
す
る
患
者
発
生

防
止
の
た
め
の
手
段
探
求
。

　
四
、
消
費
税
増
税
に
対
す

る
取
り
組
み
。

　
引
き
続
い
て
各
都
県
か
ら

活
動
状
況
の
報
告
と
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
高
橋
会
長
か
ら
、

前
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会

長
の
夏
目
正
也
長
野
県
組
合

前
理
事
長
へ
の
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
た
。

収
支
決
算
報
告
」
、「
平
成
二

十
四
年
度
事
業
計
画
」
、「
平

成
二
十
四
年
度
収
支
予
算
」

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　
承
認
さ
れ
た
平
成
二
十
四

年
度
事
業
計
画
は
次
の
通
り
。

　
一
、
公
衆
浴
場
の
確
保
・

活
性
化
の
た
め
、
そ
の
方
策

を
協
議
・
立
案
し
、
あ
わ
せ

て
全
浴
連
並
び
に
政
治
連
盟

に
よ
る
運
動
を
支
援
す
る
。

神
奈
川
県
大
会
で
は
４
７
０

名
を
こ
え
る
組
合
員
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
心
に
残
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
本
日
は

ご
多
用
の
中
出
席
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
挨
拶
、
さ
っ
そ
く
高

橋
会
長
を
議
長
と
し
て
議
事

に
入
っ
た
。

　
「
平
成
二
十
三
年
度
事
業

報
告
」
、「
平
成
二
十
三
年
度

　
平
成
二
十
四
年
度
の
関
東

甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
が
、

七
月
九
日（
月
）午
後
三
時
か

ら
山
梨
県
石
和
温
泉
の
「
ホ

テ
ル
石
庭
」
で
開
か
れ
た
。

　
神
奈
川
県
組
合
の
山
﨑
潤

一
副
理
事
長
の
司
会
の
も

と
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
で
あ
る

高
橋
清
隆
神
奈
川
県
組
合
理

事
長
が
「
６
月
に
開
か
れ
た

第
　
回
全
国
公
衆
浴
場
業
者

５４

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

都
道
府
県
組
合
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

実
施
浴
場
数
　
１
０
０
浴
場

委
託
事
業
の
内
容

・
お
風
呂
マ
ナ
ー
紙
芝
居
の

読
み
聞
か
せ
（
必
須
）

・
実
施
報
告
兼
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
（
必
須
）

・
紙
芝
居
上
演
の
写
真
撮
影

（
必
須
）

・
体
験
入
浴

委
託
事
業
の
対
象
者

　
紙
芝
居
の
内
容
か
ら
、
幼

稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
低

学
年
を
対
象
と
す
る
。

実
施
浴
場
へ
の
配
布
物

・
お
風
呂
マ
ナ
ー
紙
芝
居
…

１
セ
ッ
ト

・
修
了
証
…
参
加
人
数
分

・
実
施
報
告
兼
ア
ン
ケ
ー
ト

用
紙
…
１
セ
ッ
ト

申
込
方
法

　
各
都
道
府
県
組
合
を
通
じ

て
、
全
浴
連
事
務
局
ま
で
申

込
む
も
の
と
す
る
。

　
な
お
、
事
業
は
、
平
成
　２５

年
１
月
　
日
ま
で
の
行
わ
れ

３１

る
読
み
聞
か
せ
事
業
と
す

る
。

申
込
締
切

　
実
施
浴
場
が
１
０
０
浴
場

に
達
し
た
時
点
で
申
込
み
を

締
切
る
。

　
全
浴
連
で
は
、
浴
育
事
業

の
推
進
を
図
る
た
め
、
厚
生

労
働
省
に
対
し
て
、
お
風
呂

マ
ナ
ー
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
の
事
業
補
助
金
を
申
請
し

ま
し
た
。

　
左
記
の
要
領
で
推
進
事
業

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
浴
育

事
業
を
希
望
す
る
方
は
、
各

　
こ
ま
め
な
体
温
測
定
（
特

に
体
温
調
節
機
能
が
十
分
で

な
い
高
齢
者
、
障
害
児
・
障

害
者
、
子
ど
も
）　

　
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
・

速
乾
の
衣
服
着
用

　
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ

オ
ル
な
ど
に
よ
る
体
の
冷
却

　
外
出
時
の
注
意

　
日
傘
や
帽
子
の
着
用

　
日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な

休
憩
　
天
気
の
良
い
日
は
昼
下
が

り
の
外
出
は
で
き
る
だ
け
控

え
る
。

す
。
　
屋
外
で
活
動
し
て
い
る
と

き
だ
け
で
な
く
、
室
内
で
特

に
何
も
し
て
い
な
く
て
も
熱

中
症
を
発
症
し
、
救
急
搬
送

さ
れ
た
り
、
死
亡
す
る
事
例

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
の
予
防
法

　
熱
中
症
の
予
防
に
は
「
水

分
補
給
」
と
「
暑
さ
を
避
け

る
こ
と
」
が
大
切
で
す
！

　
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
の

補
給
（
特
に
高
齢
者
、
障
害

児
・
障
害
者
の
場
合
、
の
ど

の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
）

　
熱
中
症
に
な
り
に
く
い
室

内
環
境

　
エ
ア
コ
ン
を
使
わ
ず
に
我

慢
し
て
い
る
と
熱
中
症
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使

っ
た
温
度
調
整

　
室
温
が
上
が
り
に
く
い
環

境
の
確
保（
こ
ま
め
な
換
気
、

遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、

打
ち
水
な
ど
、
こ
ま
め
な
室

温
確
認
）。

　
体
調
に
合
わ
せ
た
対
策

　
熱
中
症
に
な
っ
た
場
合

も
、
適
切
な
応
急
処
置
に
よ

り
救
命
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
熱
中

症
予
防
の
正
し
い
知
識
を
も

ち
、
自
分
の
体
調
の
変
化
に

気
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
周

囲
の
人
に
も
気
を
配
り
、
予

防
を
呼
び
か
け
合
っ
て
、
熱

中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
と
は
…

　
高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
温
調

節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
い

こ
と
に
よ
り
、
体
内
に
熱
が

た
ま
り
、
筋
肉
痛
や
大
量
の

発
汗
、
さ
ら
に
は
吐
き
気
や

倦
怠
感
な
ど
の
症
状
が
現

れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識
障

害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

　
気
温
が
高
い
、
湿
度
が
高

い
な
ど
の
環
境
条
件
と
、
体

調
が
良
く
な
い
、
暑
さ
に
体

が
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
な
ど

の
個
人
の
体
調
に
よ
る
影
響

と
が
重
な
る
こ
と
に
よ
り
、

熱
中
症
の
発
生
が
高
ま
り
ま

熱
中
症
予
防
の
普
及
啓
発
・
注
意
喚
起
に
つ
い
て
協
力
依
頼

厚
生
労
働
省
健
康
局
生
活
衛
生
課

表彰状の授与

園児への読み聞かせ 銭湯・お風呂マナーの紙芝居

消費税増税に関する要望書

　政府においては、現行５％の消費税率を平成２６年４月に８％、平成２７年１０月には１０％に引上げる消費税増税法案を閣議決定

されましたが、生衛業は、地域社会において国民の日常生活に密着した営業で小規模零細事業者が殆どを占めており、経営に

与える影響が極めて大きいことから、我々、生衛業団体は、消費税率の引上げには基本的に賛成できません。

　やむを得ず消費税の引上げを実施する場合には、

　①総額表示の義務付けを廃止し外税表示、

　②消費税免税点及び簡易課税制度適用となる課税売上高の引上げ、若しくは、

　③食品など生活必需品については軽減税率の適用など、

　小規模零細事業者の経営に与える影響に配慮したものとしていただくよう強く要望します。

［理由］

　長引くデフレと個人消費の低迷、また、昨年３月の東日本大震災の影響、原油価格の高騰などにより小規模零細事業者が殆

どを占める生衛業の経営も大変厳しく、事業の維持・存続自体が危うい事業者が多い状況にあるところから、景気回復を最優

先に行い、消費税率の引上げはその後に実施していただきたい。

　やむを得ず消費税率の引上げを実施する場合には、現行の消費税の総額表示（内税方式）では、多くの生衛業者が厳しい価

格競争の中で料金・価格に消費税を転嫁できず自己負担せざるを得ない状況にあるため、消費者・利用者の理解を得やすい外

税方式に改めていただくとともに、消費税免税点は３千万円に、簡易課税適用売上高は２億円まで引上げるなど、生衛業の経

営に甚大な支障が生じないよう配慮したものとしていただくよう強く要望します。

　社団法人　全国生活衛生同業組合中央会

臆

俺

牡

卸
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「お風呂マナー紙芝居」

読み聞かせ推進事業
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桓
棺

憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾

　
Ｊ
Ｒ
総
武
線
の
下
総
中

山
駅
で
下
車
し
、
歩
い
て

７
、
８
分
で
「
寿
湯
」
へ

到
着
し
た
。
釜
場
で
薪
を

入
れ
開
店
準
備
を
し
て
い

た
ご
主
人
の
松
丸
 親
  光
 さ

ち
か
 み
つ

ん
に
笑
顔
で
迎
え
て
い
た

だ
い
た
。

　
当
日
は
船
橋
・
市
川
の

両
市
が
　
歳
以
上
の
ひ
と

６５

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対

象
に
実
施
し
て
い
る
ミ
ニ

・
デ
イ
セ
ン
ト
ウ
「
な
ご

み
の
湯
」
の
た
め
「
寿
湯
」

で
も
午
後
１
時
か
ら
お
年

寄
り
が
集
ま
り
、
保
健
師

に
よ
る
血
圧
測
定
や
健
康

相
談
、
簡
単
な
体
操
（
そ

の
日
に
よ
り
メ
ニ
ュ
ー
が

変
わ
る
）
の
あ
と
無
料
入

浴
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
月

２
回
、
第
２
、
第
４
水
曜

日
は
船
橋
市
、
木
曜
日
は

市
川
市
で
行
わ
れ
る
。

　
市
の
高
齢
者
福
祉
課
が

実
施
し
て
い
る
が
、
お
年

寄
り
の
間
で
は
人
気
が
あ

り
定
着
し
て
い
る
。

　
「
寿
湯
」
は
昭
和
　
年
、

４２

市
川
市
議
会
議
員
を
４
期

に
わ
た
っ
て
務
め
た
市
川

市
出
身
の
初
代
が
牧
場
経

営
の
一
方
で
始
め
た
も
の

だ
が
二
代
目
に
あ
た
る
親

光
さ
ん
は
昭
和
　
年
生
ま

２６

れ
の
　
歳
。

６１

　
「
市
川
市
で
生
ま
れ
ま

し
た
が
、
都
内
の
高
校
を

卒
業
し
て
か
ら
、
６
、
７

年
世
田
谷
区
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
住
み
込
み

で
働
い
た
り
、
ま
た
父
が

ゴ
ル
フ
練
習
場
を
昭
和
　４７

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の

で
、
そ
こ
の
支
配
人
を
　２０

年
間
つ
と
め
た
り
、
社
会

勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
７
年
頃
か
ら
銭
湯
の

世
界
に
入
り
、
平
成
　
年
１０

に
経
営
を
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
は
銭
湯
を
め

ぐ
る
環
境
は
厳
し
く
て
迷

い
ま
し
た
が
、
ど
う
せ
や

る
な
ら
積
極
的
な
考
え
で

や
ら
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と

思
い
ま
し
た
」
と
当
時
を

振
り
返
る
。

　
出
し
た
結
論
は
平
成
　１０

年
金
融
機
関
か
ら
の
融
資

を
得
て
の
大
規
模
な
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
。

　
浴
室
で
目
立
つ
の
は
洗

場
の
カ
ラ
ン
前
が
ゆ
っ
た

り
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
が
と

ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に

「
贅
沢
な
癒
し
の
空
間
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

ま
た
、
露
天
風
呂
が
設
け

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

男
、
女
日
替
わ
り
と
な
っ

て
い
る
。

　
船
橋
浴
場
組
合
の
組
合

長
で
あ
る
松
丸
さ
ん
は

「
入
浴
客
は
お
年
寄
り
が

多
い
で
す
が
、
子
供
も
銭

湯
体
験
を
し
て
も
ら
い
大

人
か
ら
叱
ら
れ
る
の
も
大

切
な
社
会
勉
強
だ
と
思
い

ま
す
」
と
い
う
発
想
か
ら

毎
月
第
一
、
第
四
土
曜
日

と
祝
日
に
小
学
生
は
無
料

入
浴
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い

お
風
呂
の
日
」
を
実
施
し

て
い
る
。

　
「
寿
湯
」
は
船
橋
市
に

あ
る
が
、
車
で
７
分
位
の

と
こ
ろ
に
あ
る
市
川
市
の

ゴ
ミ
焼
却
場
に
作
ら
れ
た

ス
ー
パ
ー
セ
ン
ト
ウ
（
公

設
民
営
）
は
温
泉
、
温
水

プ
ー
ル
や
バ
ス
で
の
集
客

な
ど
で
銭
湯
経
営
を
圧
迫

し
て
い
る
実
態
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
プ
ラ
ス
思
考

の
松
丸
さ
ん
は
「
今
で
も

銭
湯
は
地
域
の
人
達
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

で
も
あ
る
し
、
ま
た
う
ち

の
燃
料
は
初
代
か
ら
薪
で

や
わ
ら
か
な
湯
を
提
供
し

て
癒
し
の
施
設
と
し
て
誇

り
を
持
っ
て
営
業
し
て
ま

す
。
切
り
盛
り
は
私
と
妹

と
お
手
伝
い
の
お
ば
さ

ん
、
そ
し
て
経
理
は
妻
と

皆
仲
良
く
頑
張
っ
て
い
ま

す
」
と
力
強
く
話
し
て
く

れ
た
。

唖

愛

阿

挨
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入
浴
客
に
人
気
の
露
天
風
呂

ゆ
と
り
の
あ
る
ス
ペ
ー
ス
の
洗
い
場

千
葉
県
船
橋
市「
寿
湯
」

（

）

千
葉
県
船
橋
市
本
中

山
４
の
　
の
　

２３

１１


０
４
７
・
３
３
５

・
０
３
１
７

っ
て
い
ま
す
。

　
「
え
だ
ま
め
」
を
選
ぶ
と

き
は
以
下
の
点
を
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

①
鞘
に
鮮
度
感
が
あ
る
（
品

種
に
よ
り
幾
分
違
い
は
あ
る

が
一
般
的
に
は
鞘
の
緑
色
が

鮮
や
か
な
も
の
が
良
い
）

②
鞘
の
ふ
く
ら
み
は
７
～
８

分
（
パ
ン
パ
ン
に
は
ち
き
れ

そ
う
な
も
の
は
熟
し
す
ぎ
で

豆
も
か
た
く
風
味
も
落
ち
る
）

③
枝
、
葉
、
根
が
付
い
て
い

る
も
の
は
葉
や
茎
に
変
色
が

な
い
の
が
よ
い

④
鞘
の
表
面
に
あ
る
産
毛
の

よ
う
な
細
か
い
毛
の
色
は
品

種
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ

ま
り
気
に
す
る
必
要
は
な
い

（
白
色
と
茶
色
が
あ
る
）

　
え
だ
ま
め
は
収
穫
後
時
間

の
経
過
と
共
に
呼
吸
量
の
多

さ
か
ら
食
味
が
低
下
し
て
し

ま
い
ま
す
。
購
入
し
た
ら
な

る
べ
く
早
め
に
調
理
す
る
こ

と
が
お
い
し
く
食
べ
る
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　
え
だ
ま
め
に
は
大
豆
と
同

じ
く
た
く
さ
ん
の
栄
養
分
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
豆
に

は
な
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
含
ま

れ
て
い
る
の
も
特
長
で
す
。

え
だ
ま
め
と
い
う
と
酒
の
つ

ま
み
と
す
ぐ
連
想
し
て
し
ま

い
ま
す
が
色
々
な
料
理
に
幅

広
く
使
い
た
い
野
菜
の
ひ
と

つ
で
も
あ
り
ま
す
。

協
力
・
東
京
シ
テ
ィ
青
果
株

式
会
社

か
ら
変
わ
ら
ず
に
夏
を
中
心

に
し
た
限
ら
れ
た
期
間
に
出

回
り
ま
す
。

　
大
豆
と
い
っ
て
も
豆
腐
や

味
噌
を
作
る
加
工
用
の
大
豆

と
は
異
な
り
、
え
だ
ま
め
用

の
品
種
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
鞘
が
大
き
く
、
緑
色
が

鮮
や
か
で
、
中
の
豆
も
大
き

く
、
食
べ
て
味
の
良
い
も
の

が
選
抜
改
良
さ
れ
て
え
だ
ま

め
と
し
て
色
々
な
品
種
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
味

が
良
く
、
そ
の
香
り
が
特
徴

の
茶
豆
や
黒
豆
を
加
え
て
改

良
し
た
も
の
も
多
く
出
ま
わ

　
「
え
だ
ま
め
」
は
熟
し
て

硬
く
な
る
前
の
未
成
熟
の
状

態
の
大
豆
で
す
。
枝
に
つ
い

た
鞘
に
入
っ
た
実
を
食
べ
る

こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
豆
の

歴
史
は
古
く
中
国
を
原
産
と

し
て
稲
作
と
一
緒
に
伝
え
ら

れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

日
本
独
特
の
食
べ
方
で
も
あ

る
「
え
だ
ま
め
」
と
し
て
は

江
戸
時
代
が
始
ま
り
の
よ
う

で
す
。
冷
凍
の
も
の
は
一
年

中
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
一
味
も
ふ
た
味
も
お
い

し
さ
が
あ
る
生
の
も
の
は
昔

え
だ
ま
め

組
合
か
ら
直
接
入
手
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

製
下
足
札
ス
ト
ラ
ッ
プ

　
ス
タ
ン
プ
ノ
ー
ト
は
都
内

の
銭
湯
で
配
布
し
て
い
る
が

店
頭
に
な
い
場
合
は
東
京
都

　
東
京
都
組
合
で
は
６
月
１

日
か
ら
都
内
の
　
軒
の
銭
湯

１０

を
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
を
集
め

る
と
銭
湯
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
が
ゲ
ッ
ト
で
き
る
銭
湯
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
「
江
戸
湯
屋

め
ぐ
り
」
を
開
催
中
だ
。

　
こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は

東
京
都
組
合
に
加
盟
し
て
い

る
約
７
４
０
軒
の
銭
湯
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

　
実
施
期
間
・
平
成
　
年
６

２４

月
１
日
～
　
月
　
日

１１

３０

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
・
特

銭
湯
パ
ラ
ダ
イ
ス
初
夏
特
別
編

「
ス
カ
の
ゆ
・
ハ
マ
の
ゆ
」

し
た
。
ま
た
「
建
築
意
匠
」

と
し
て
貴
重
な
「
東
中
里
町

内
会
館
」
、「
上
町
教
会
・
め

ぐ
み
幼
稚
園
」
、「
エ
ノ
モ
ト

写
真
館
」
な
ど
も
巡
り
歩
い

た
。
　
「
銭
湯
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
の

企
画
は
世
田
谷
美
術
館
が
始

め
た
も
の
で
毎
年
開
か
れ
て

い
る
が
、
横
須
賀
市
内
で
は

初
め
て
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
時
折
、
激
し
い
雨

が
降
る
な
ど
あ
い
に
く
の
悪

天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
定
員

　
人
が
参
加
し
、「
斗
の
湯
」

３０で
入
浴
後
、
午
後
５
時
か
ら

は
京
浜
急
行
の
横
須
賀
中
央

駅
前
で
町
田
忍
さ
ん
を
囲
ん

で
懇
親
会
も
開
か
れ
た
。

　
「
銭
湯
パ
ラ
ダ
イ
ス
は
好

評
な
の
で
来
年
も
引
き
続
き

開
催
し
ま
す
」（
世
田
谷
美

術
館
）
と
話
し
て
い
る
。

　
な
お
「
ス
カ
の
ゆ
・
ハ
マ

の
ゆ
」
の
見
学
会
は
全
日
程

と
も
に
体
験
入
浴
つ
き
で
行

わ
れ
た
。

も
に
、
地
域
と
共
存
す
る
銭

湯
の
役
割
を
再
考
し
よ
う
」

と
い
う
も
の
。

　
第
１
回
目
の
「
ス
カ
の
ゆ
」

で
は
庶
民
文
化
研
究
所
の
町

田
忍
さ
ん
、
横
須
賀
美
術
館

の
学
芸
員
の
二
人
が
案
内
人

と
な
り
、
市
内
の
「
斗
の
湯
」

「
あ
た
り
湯
」
な
ど
を
見
学

　
「
ス
カ
の
ゆ
・
ハ
マ
の
ゆ
」

～
銭
湯
パ
ラ
ダ
イ
ス
特
別
編

～
が
６
月
９
日
の
第
１
回
を

皮
切
り
に
７
月
７
日
ま
で
４

回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。

　
横
須
賀
美
術
館
、
世
田
谷

美
術
館
が
主
催
し
て
実
施
さ

れ
た
が
「
意
匠
を
こ
ら
し
た

銭
湯
建
築
を
鑑
賞
す
る
と
と

が
、
湯
船
に
つ
か
っ
て
話
を

す
る
と
い
う
機
会
は
あ
ま
り

な
く
、
若
い
女
の
子
が
銭
湯

の
良
さ
を
知
っ
て
く
れ
た
ら

生
活
が
も
っ
と
豊
か
に
な
る

の
で
は
な
い
か
…
と
い
う
こ

と
で
、
暮
ら
し
の
中
に
銭
湯

へ
行
く
と
い
う
選
択
肢
を
入

れ
た
ら
も
っ
と
毎
日
が
充
実

す
る
は
ず
」
と
２
人
の
考
え

が
一
致
し
ま
し
た
。

　
家
庭
の
風
呂
も
い
い
の
で

す
が
銭
湯
は
広
い
し
、
色
々

な
人
達
と
ふ
れ
あ
え
ま
す
。

喫
茶
店
で
話
を
し
な
が
ら
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
む
の
も
い
い
で

す
が
、
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
分
ほ

ど
の
お
金
で
女
同
士
が
銭
湯

の
湯
船
に
つ
か
っ
て
ゆ
っ
く

り
す
る
の
も
よ
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
活
動
全
体
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

書
い
て
あ
り
ま
す
が
「
暮
ら

し
に
銭
湯
を
」
と
い
う
も
の

で
す
。
銭
湯
の
良
さ
を
発
信

す
る
た
め
、
銭
湯
の
良
さ
、

楽
し
み
方
を
つ
づ
っ
た
冊
子

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
乙
女
湯

の
た
し
な
み
」
の
発
行
、
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
、
取
材
で
お
会
い
す

る
場
所
を
「
燕
湯
」（
台
東
区

上
野
）
さ
ん
に
し
た
の
は
、

こ
こ
の
女
将
さ
ん
に
懇
意
に

し
て
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
先
程
お
話
し
た
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
る
銭
湯
と
の
つ

な
が
り
を
深
く
し
た
い
と
思

っ
て
ま
す
し
、
そ
の
よ
う
な

銭
湯
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
か
ら
で
す
。

　
文
字
だ
け
で
発
信
す
る
の

は
広
が
り
が
な
い
の
で
、
ブ

ロ
グ
で
告
知
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

　
回
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

１１し
た
が
、
自
己
紹
介
に
は
じ

ま
り
ヨ
ガ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な

ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
銭

湯
の
ご
主
人
を
囲
ん
で
ス
ウ

ィ
ー
ツ
を
喰
べ
な
が
ら
の
雑

談
、
そ
し
て
入
浴
と
い
う
の

が
大
体
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　
昨
年
の
７
月
に
は
「
燕
湯
」

さ
ん
を
会
場
と
し
て
東
日
本

大
震
災
後
、
初
め
て
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
暮
ら
し
に
銭
湯
を
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
仲
間

が
集
ま
っ
て
い
る
「
乙
女
湯

の
た
し
な
み
」
で
は
今
秋
、

京
都
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

　
編
集
部
注
・「
燕
湯
」
で

は
取
材
当
日
、
銭
湯
芸
術
家

ウ
エ
ハ
ラ
ヨ
シ
ハ
ル
さ
ん
の

作
品
に
よ
る
七
夕
展
が
開
か

れ
て
い
た
。

あ
っ
て
も
よ
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

週
末
と
か
に
銭
湯
通
い
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
町

田
忍
さ
ん
の
本
を
読
ん
だ
り

ペ
ン
キ
絵
師
の
中
島
盛
夫
さ

ん
の
展
覧
会
を
見
た
り
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

個
人
的
な
思
い
か
ら
で
す
。

　
北
は
北
見
か
ら
南
は
沖
縄

ま
で
１
、
０
０
０
軒
位
は
行

き
ま
し
た
。
軒
数
を
こ
な
す

の
で
な
く
、
最
近
で
は
お
気

に
入
り
の
銭
湯
が
見
つ
か
る

と
、
そ
の
銭
湯
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
楽

し
み
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。

　
今
日
、
同
席
し
て
い
る
山

上
真
紀
さ
ん
も
銭
湯
が
好
き

と
い
う
こ
と
か
ら
意
気
投
合

し
「
乙
女
湯
の
た
し
な
み
」

の
立
ち
上
げ
の
頃
か
ら
一
緒

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
女
の
子
同
士
で
カ
フ
ェ

へ
行
っ
た
り
、
買
い
物
に
行

っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る

よ
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
に

根
づ
い
て
い
て
雑
多
だ
け
れ

ど
面
白
い
空
間
で
し
た
。
私

は
「
沐
浴
湯
」
が
気
に
入
っ

て
毎
日
の
よ
う
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。

　
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
就

職
を
し
て
社
会
人
と
し
て
の

生
活
を
は
じ
め
て
６
年
位
た

っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
家
と

会
社
の
往
復
で
、
や
た
ら
に

忙
し
い
業
界
だ
っ
た
の
で
精

神
的
に
も
限
界
に
き
て
い
る

と
思
っ
て
た
時
、
夜
に
近
所

の
銭
湯
に
入
っ
て
い
た
ら
、

留
学
時
代
の
想
い
出
が
よ
み

が
え
っ
て
き
ま
し
た
。

　
仕
事
一
筋
と
い
う
の
も
ひ

と
つ
の
人
生
だ
け
れ
ど
、
そ

う
で
は
な
く
て
私
の
場
合
は

こ
う
い
う
息
抜
き
＝
銭
湯
が

が
幸
せ
な
時
で
し
た
。

　
Ｔ
大
学
の
在
学
中
に
韓
国

に
一
年
間
留
学
し
ま
し
た

が
、
下
宿
先
は
日
本
人
は
私

一
人
だ
け
で
共
同
の
シ
ャ
ワ

ー
し
か
な
か
っ
た
。
湯
船
に

つ
か
り
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
の
で
、
散
歩
し
て
い

た
ら
歩
い
て
１
、
２
分
の
と

こ
ろ
に
モ
ル
タ
ル
造
り
の
浴

槽
が
一
つ
、
あ
と
は
垢
す
り

台
が
二
台
と
い
う
日
本
の
銭

湯
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。「
 沐
  浴
  湯
 」
と
呼
ぶ
そ

も
く
 よ
く
 た
ん

う
で
す
が
、
そ
こ
は
朝
４
時

半
か
ら
営
業
し
て
ま
し
た
。

入
浴
客
が
互
い
に
井
戸
端
会

議
に
興
じ
た
り
、
垢
す
り
を

し
て
い
る
人
、
脱
衣
所
で
ゆ

で
玉
子
や
甘
酒
を
売
っ
て
い

た
り
、
そ
の
光
景
は
日
本
の

銭
湯
よ
り
生
々
し
い
と
い
う

か
暮
ら
し
に
密
着
し
て
い
る

印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
中
に
は
朝
ま
で
飲
ん
で
い

て
、
入
浴
し
て
さ
っ
ぱ
り
し

て
身
な
り
を
整
え
て
会
社
に

行
く
若
い
Ｏ
Ｌ
ら
し
い
姿
も

目
に
し
ま
し
た
。

　
モ
ル
タ
ル
造
り
で
ビ
ル
型

銭
湯
を
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば

り
、
一
緒
の
空
間
を
共
有
し

て
い
る
の
が
何
と
も
言
え
ず

魅
力
あ
る
世
界
で
し
た
。

　
そ
の
「
小
平
浴
場
」
の
隣

り
に
は
玉
川
上
水
が
あ
り
、

散
歩
す
る
に
は
良
い
緑
道
が

あ
っ
て
、
湯
上
が
り
に
そ
の

緑
道
を
歩
い
て
寮
へ
帰
る
の

平
浴
場
」
へ
入
っ
た
時
、
女

子
寮
の
共
同
浴
場
と
違
い
、

色
々
な
世
代
の
人
達
と
ふ
れ

あ
い
ま
た
広
々
と
し
た
空
間

は
、　

歳
の
私
に
と
っ
て
新

１８

鮮
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

名
前
も
知
ら
な
い
見
知
ら
ぬ

人
達
と
一
緒
の
湯
船
に
つ
か

　
東
京
の
小
平
市
に
あ
っ
た

大
学
の
敷
地
内
に
寮
が
あ
り
、

福
岡
か
ら
上
京
し
た
私
は
寮

に
あ
る
共
同
浴
場
を
利
用
し

て
ま
し
た
。
あ
る
日
、
共
同

浴
場
が
一
時
的
に
利
用
で
き

な
く
な
り
、
裏
門
を
出
て
す

ぐ
近
く
に
あ
っ
た
銭
湯
「
小

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

「
暮
ら
し
に
銭
湯
を
」と
い
う
モ
ッ
ト
ー
で
活
動

宇
佐
川
雅
美
さ
ん（
 

）に
聞
く
（
上
）

乙
女
湯
の
た

し
な
み
主
宰

ガ
ン
バ
レ

ガ
ン
バ
レ
鎧鎧
銭銭
湯湯

乙女湯のたしなみ

http://otomeyu.exblog.jp/

燕湯の七夕飾りの前で女将さん（左）と
宇佐川さん（右）

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
江
戸
湯
屋
め
ぐ
り
」　
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今
月
の
詩

大
阪
府
浴
立
春
俳
句
会

風呂長寿のクスリ

☆アオシマチュウジ
わ
た
し
の
故
郷

広
場

と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に

金
融
機
関
の
プ
ロ
パ
ー
融
資

を
１
０
０
％
保
証
の
緊
急
保

証
制
度
の
貸
出
に
切
り
か
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
言

う
批
判
も
あ
り
ま
す
。
従
来

か
ら
代
位
弁
済
率
の
高
い
金

融
機
関
に
対
し
て
一
定
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
は
あ
り
ま
す

が
、
今
回
の
よ
う
に
金
融
機

関
別
に
代
位
弁
済
率
を
公
表

す
る
事
は
「
信
用
保
証
協
会

制
度
」
そ
の
も
の
の
転
換
期

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
代
位
弁
済
は
国
費
投
入
を

伴
う
だ
け
に
透
明
性
が
求
め

ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
し
か

し
こ
れ
に
よ
り
財
政
負
担
の

抑
制
と
金
融
機
関
の
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
防
止
に
効
果
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
「
代
位

弁
済
の
実
績
が
公
表
さ
れ
る

こ
と
で
金
融
機
関
が
リ
ス
ク

の
大
き
な
先
へ
の
マ
ル
保
融

資
に
躊
躇
す
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
中
小
企
業
金
融

に
支
障
を
き
た
す
」
と
懸
念

す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

　
金
融
円
滑
化
法
終
了
後
の

倒
産
増
加
が
さ
さ
や
か
れ
る

な
か
、
今
一
度
、
中
小
企
業

を
支
え
る
信
用
補
完
制
度
の

本
質
を
再
確
認
す
る
契
機
に

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

す
。
信
用
保
証
協
会
の
枠
が

あ
り
な
が
ら
「
プ
ロ
パ
ー
」

で
の
貸
出
は
原
則
あ
り
え
ま

せ
ん
し
、
も
し
プ
ロ
パ
ー
で

の
貸
出
を
行
い
、
競
合
他
行

で
「
信
用
保
証
協
会
」
付
の

借
入
を
さ
れ
れ
ば
担
当
者
は

上
司
に
叱
責
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
金
融
機
関
か
ら
信
用
保

証
協
会
に
斡
旋
さ
れ
る
融
資

の
申
込
は
「
信
用
保
証
協
会
」

の
枠
が
あ
り
、
財
務
内
容
に

特
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、
ほ

ぼ
保
証
さ
れ
ま
す
。
金
融
機

関
も
事
前
に
審
査
を
し
ま
す

が
、
実
質
的
な
審
査
は
「
信

用
保
証
協
会
」
が
行
い
ま

す
。
こ
れ
が
、
金
融
機
関
職

員
の
企
業
を
見
る
目
の
育
成

を
阻
ん
で
き
た
と
い
う
批
判

も
有
り
ま
す
。
多
少
財
務
内

容
が
悪
く
て
も
、
信
用
保
証

協
会
が
保
証
し
て
く
れ
る
の

で
、
可
否
は
と
も
か
く
信
用

保
証
協
会
に
保
証
を
依
頼
す

る
と
い
う
事
象
が
お
こ
り
ま

す
。
　
特
に
景
気
後
退
局
面
で
の

下
支
え
効
果
は
大
き
く
、
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
導

入
さ
れ
た
１
０
０
％
保
証
の

緊
急
保
証
制
度
は
　
兆
円
の

２７

実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
、
こ
の
「
緊
急
保
証
制

度
」
を
利
用
し
た
貸
金
の
焦

付
き
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
つ
ま
り
通
常
の

　
％
保
証
の
貸
金
よ
り
も
代

８０位
弁
済
率
が
圧
倒
的
に
高
い

の
中
小
企
業
に
対
し
て
代
位

弁
済
金
を
返
せ
と
い
う
権
利

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

求
償
権
と
い
い
ま
す
が
、
信

用
保
証
協
会
は
、
こ
の
求
償

権
を
担
保
す
る
た
め
、
中
小

企
業
の
代
表
者
や
親
類
、
知

人
、
取
引
先
な
ど
か
ら
連
帯

保
証
や
物
的
担
保
を
取
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
小
企

業
へ
の
融
資
が
容
易
に
な

り
、
中
小
企
業
の
資
金
の
円

滑
化
が
図
れ
る
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
。

　
こ
の
信
用
保
証
協
会
の
信

用
補
完
制
度
は
信
用
力
や
担

保
力
の
乏
し
い
中
小
・
零
細

企
業
の
金
融
を
支
え
る
世
界

に
類
の
な
い
制
度
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。

　
銀
行
や
信
用
金
庫
等
取
引

先
の
金
融
機
関
に
借
入
を
申

込
む
と
「
信
用
保
証
協
会
の

利
用
残
高
は
ど
の
く
ら
い
に

な
り
ま
す
か
？
」
と
質
問
を

受
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
全
国
の
信
用
保
証
協

会
の
２
０
１
２
年
２
月
末
の

保
証
債
務
残
高
は
約
３
２
８

万
件
・
　

兆
４
５
０
０
億
円

３４

に
達
し
、
大
半
の
中
小
・
零

細
企
業
が
利
用
し
て
い
ま

　
そ
も
そ
も
「
信
用
保
証
協

会
」
と
は
、
中
小
企
業
が
金

融
機
関
か
ら
の
借
入
を
「
信

用
保
証
協
会
」
が
、
保
証
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
小
企

業
に
対
す
る
融
資
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
事
を
目
的
と
す
る

公
的
機
関
で
す
。
こ
の
保
証

制
度
の
概
要
は
、
中
小
企
業

が
金
融
機
関
に
保
証
協
会
付

で
融
資
を
申
し
入
れ
、
当
該

金
融
機
関
の
審
査
を
通
る

と
、
信
用
保
証
協
会
は
、
債

務
者
か
ら
保
証
料
を
徴
収
し

て
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
入

を
保
証
し
ま
す
。

　
中
小
企
業
が
融
資
の
返
済

が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
信
用
保
証
協
会
が
金
融

機
関
に
代
位
弁
済
し
ま
す

が
、
信
用
保
証
協
会
は
、
そ

　
「
信
用
保
証
協
会
」
が
保

証
し
て
い
る
中
小
・
零
細
企

業
に
対
す
る
金
融
機
関
の
貸

出
金
に
対
す
る
代
位
弁
済

率
、
つ
ま
り
中
小
・
零
細
企

業
に
対
す
る
貸
出
金
が
「
倒

産
」
等
に
よ
り
回
収
が
困
難

と
な
り
信
用
保
証
協
会
が
代

位
弁
済
（
債
務
者
に
代
わ
り

金
融
機
関
に
返
済
を
す
る

事
）
し
た
金
額
や
代
位
弁
済

率
を
中
小
企
業
庁
と
全
国
信

用
保
証
協
会
連
合
会
は
、
金

融
機
関
別
代
位
弁
済
の
実
績

の
公
表
を
始
め
ま
し
た
。
ま

た
一
部
今
で
も
残
っ
て
い
る

保
証
協
会
の
１
０
０
％
保
証

を
す
べ
て
廃
止
す
る
議
論
も

始
ま
り
何
か
と
信
用
保
証
協

会
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

  　（３） （毎月１回１日発行） （第３種郵便物認可） 全 国 浴 場 新 聞 平成２４年８月１日 第５１７号
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http://www.kita-no-sento.com/０１１-６１１-９３４１札幌市中央区大通西１６－２小西　廣幸北 海 道
北
海
道
・
東
北

０１７-７３５-３８５３青森市堤町２－６－９沢田　　襛青 森 県

０１９-６６１-５８２２盛岡市高松３－６－１２山屋ビル山屋　　隆岩 手 県

０２２-２１３-４９１１仙台市青葉区上杉５－１－１２後藤コーポ１０９号後藤　　登宮 城 県

０２４-５９１-４２６５福島市笹木野字笹木野原４－１４０三浦内門馬　浩二福 島 県

０２８５-２５-０３５６小山市城山町２－５－２１幸の湯内星　　良行栃 木 県

関
東
甲
信
越

http://www.d7.dion.ne.jp/-saiyoku/０４８-８２２-５４００さいたま市浦和区高砂２－１－５谷　　弘幸埼 玉 県

０２７-７４４-４７０４桐生市本町１－４－３５一の湯内吉岡　藤吉群 馬 県

０４３-２２２-３８５８千葉市中央区長洲２－９－６田中　祐治千 葉 県

http://www.1010.or.jp/０３-５６８７-２６４１千代田区東神田１－１０－２関　　稔幸東 京 都

http://k-o-i.jp/０４５-２３１-３３４１横浜市南区高根町２－１０高橋　清隆神 奈 川 県

０５５-２３２-１０８１甲府市住吉４－６－２３ふじ温泉内古屋　育男山 梨 県

http://sinsyuu.iiyudana.net/０２６８-２２-５６７８上田市常田３－１４－３宮桜の湯内宮下　憲治長 野 県

http://www.niigata268.com/０２５-２２２-２９２３新潟市中央区礎町通り上１ノ町１９２６熊谷　　孝新 潟 県

０５４-２５２-８９３８静岡市葵区駒形通３－２－１桜湯内小長井　正静 岡 県

東
海
北
陸

http://www16.ocn.ne.jp/-aiyoku０５２-３２２-５７３５名古屋市中区千代田３－９－１４林　　徳男愛 知 県

０５８-２５２-１４５７岐阜市鍵屋西町１－７５稗田　益弘岐 阜 県

０５９-２２８-４２４０津市大倉１３－１９アコギビル３Ｆ田中　茂毅三 重 県

http://www6.ocn.ne.jp/~ii1010/０７６-２２１-２３７２金沢市大手町２－２２松永日出男石 川 県

http://www.furoya.or.jp/０７６-４２１-３９６８富山市東町３－２－１７見浦丈太郎富 山 県

０７７６-２２-２７６１福井市光陽４－２－２６佐藤　充美福 井 県

近
畿

http://www.shigalife.or.jp/yokujyou.html０７７-５２４-８５５４大津市打出浜１３－２２滋賀県生衛会館内津田　清一滋 賀 県

http://www.kyoto1010.or.jp/０７５-８０１-１３０１京都市中京区西ノ京職司町６３小中　晃司京 都 府

http://www.osaka268.com/０６-６７７２-３１１２大阪市天王寺区生玉町９－３浦田　　充大 阪 府

http://www.hyogo1010.jp/０７８-３４１-２４７５神戸市中央区下山手通７－１－２１月山　昇商兵 庫 県

０７４２-３５-５０２６奈良市三条大宮町１－１２奈良県生衛会館内山﨑　美隆奈 良 県

０７３-４２８-３３７３和歌山市本町６－５０本町温泉ビル２Ｆ桝谷　久雄和 歌 山 県

http://www.optic.or.jp/SENTOO-OKAYAMA/０８６-２３２-０９７６岡山市北区表町３－１８－５２民生会館内空中　隆博岡 山 県

中
国

http://www.1010hiroshima.com/０８２-２９３-７８４８広島市中区河原町１－２６広島県環衛ビル５Ｆ沖本　範文広 島 県

http://www3.ocn.ne.jp/-yamayoku/０８３２-２３-３７３９下関市大坪本町２４－１０吉本　太一山 口 県

http://tottori1010.web.fc2.com/０８５７-２９-０９５５鳥取市末広温泉町４０１日乃丸温泉内松本　正嗣鳥 取 県

０８７-８３５-９１２３高松市塩上町２－５－２２山本　和雄香 川 県
四
国 ０８９８-２２-４８１９今治市鯉池町２－１－７鯉池温泉内井村　勝利愛 媛 県

０８８-６５３-０７５５徳島市東大工町２－２９川原ビル２Ｆ新田　　靖徳 島 県

０９２-７６１-３６１２福岡市中央区西中洲１１街区１３号吉岡　利明福 岡 県

九
州

０９５-８２６-７０４５長崎市寄合町２－２７山頭温泉内松井　末寿長 崎 県

０９７-５３２-９７４５大分市新川町１－７－３７河原内宮﨑　奉治大 分 県

０９６-２７６-０２４０熊本市河内町船津２７１２かもと湯内坂﨑準之助熊 本 県

０９８５-２５-３１６１宮崎市大橋１丁目６４－１ヘルストップゆうゆう内長友　節夫宮 崎 県

http://www.kagosima-onsen1010.net/０９９-２２５-２６８３鹿児島市易居町３－２８ヘルスプラザビル４Ｆ田中　秀文鹿 児 島 県

「
信
用
保
証
協
会
制
度
の
転
換
期
」

金
融
機
関
別
の
代
位
弁
済
率
の
公
表
始
ま
る

山
田
　
博
史

桓
棺

憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾

物
で
明
治
～
昭
和
初
期
に

建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
明
り
取
り
は
す
べ
て

北
側
に
向
い
て
お
り
、
そ

の
わ
け
は
太
陽
の
光
が
入

ら
な
い
様
に
な
っ
て
い
て

色
合
せ
の
時
に
大
切
な
も

の
だ
っ
た
の
で
す
。

　
私
の
浴
場
は
本
町
一
丁

目
に
あ
り
、
今
年
の
九
月

に
本
町
一
丁
目
、
二
丁
目

て
町
の
中
を
流
れ
る
桐
生

川
の
水
質
が
染
色
に
適
し

て
い
た
こ
と
が
織
物
を
発

展
さ
せ
た
よ
う
で
す
。

　
今
で
は
着
物
の
衰
退
と

共
に
ほ
と
ん
ど
が
廃
業

し
、
そ
の
工
場
ら
し
き
建

物
が
、
２
３
０
棟
余
り
散

在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
工

場
は
屋
根
が
ノ
コ
ギ
リ
の

歯
の
よ
う
な
形
を
し
た
建

　
私
の
町
、
群
馬
県
の
桐

生
市
は
日
本
列
島
の
ほ
ぼ

真
中
に
位
置
し
て
い
る
一

都
六
県
の
関
東
平
野
の
北

に
あ
り
ま
す
。
人
口
は
十

二
万
二
千
五
百
余
人
で

す
。
こ
こ
は
昔
か
ら
西
の

西
陣
東
の
桐
生
と
言
わ
れ

て
い
た
と
お
り
織
物
の
町

と
し
て
有
名
な
と
こ
ろ
で

す
。
養
蚕
が
盛
ん
で
あ
っ 群

馬
県
桐
生
市
　
　
吉
岡
　
藤
吉

桓 棺憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾

桓
棺

憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾

桓 棺憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾

桓
棺

憾
憾
憾
憾

桓 棺憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾憾

董
市
」
が
本
町
一
丁
目
に

は
江
戸
時
代
織
物
の
市
が

あ
っ
た
の
を
復
活
さ
せ

が
日
本
の
産
業
の
遺
産
の

宝
庫
と
し
て
「
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

と
し
て
国
に
登
録
さ
れ
る

場
所
に
あ
り
、
そ
の
一
つ

に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
本

町
一
丁
目
の
区
割
の
特
徴

は
道
路
に
面
し
て
間
口
六

間
（
約
　
・
８
ｍ
）
奥
行

１０

き
四
十
間
（
約
　
ｍ
）
を

７２

一
軒
前
と
し
、
あ
い
だ
あ

い
だ
に
長
屋
を
建
て
織
物

の
使
用
人
を
住
ま
わ
せ
、

発
展
し
た
様
で
す
。

　
桐
生
市
は
第
一
土
曜
日

に
三
つ
の
市
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
近
く
の
天
満
宮
の

参
道
に
は
「
関
東
三
大
骨

「
楽
市
ご
ざ
座
」
の
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
か
れ

ま
す
。
桐
生
の
祭
り
で
す

が
二
百
五
十
四
年
目
の
歴

史
あ
る
「
桐
生
祇
園
祭
」

の
神
輿
渡
御
や
、
鉾
、
屋

台
の
お
披
露
目
や
郷
土
芸

能「
八
木
節
」の
二
本
柱
と

し
て
「
桐
生
八
木
節
ま
つ

り
」
と
し
て
今
年
も
八
月

三
日
（
金
）
～
五
日
（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
私

の
営
業
し
て
い
る
場
所
が

今
年
九
月
に
「
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

に
指
定
さ
れ
る
と
色
々
と

制
約
が
か
か
り
、
何
か
と

面
倒
に
な
る
様
で
す
。

（
群
馬
県
組
合
理
事
長
）

「
紗
綾
市
」
が
織
物
製
品

を
販
売
す
る
露
店
が
た

ち
、
本
町
三
丁
目
で
は

桐生八木節まつり

盃
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
イ
ギ

リ
ス
～
ア
メ
リ
カ
の
中
古
船

を
買
い
求
め
、
観
光
船
に
仕

立
て
た
上
げ
た
船
で
あ
ろ
う

が
大
変
面
白
い
図
柄
で
あ

る
。
明
治
初
期
に
こ
の
様
な

古
い
時
代
の
両
側
の
外
輪
船

が
就
航
し
て
い
た
と
言
う
事

を
こ
の
記
念
盃
が
語
っ
て
い

る
。
　
日
本
国
は
地
球
上
に
浮
か

ぶ
一
隻
の
軍
艦
の
如
く
、
船

は
歴
史
の
物
語
で
あ
る
。

（
東
京
都
組
合
）

は
、
日
本
海
軍
の
少
尉
候
補

生
の
遠
洋
航
海
訓
練
船
と
し

て
従
事
す
る
事
に
な
り
、
こ

の
宗
谷
に
よ
り
太
平
洋
戦
争

時
の
有
名
な
指
揮
官
と
し
て

活
躍
し
た
人
物
が
多
数
輩
出

さ
れ
て
い
る
。
井
上
成
美
海

軍
大
将
、山
本
五
十
六
元
帥
、

戦
死
し
国
葬
に
ま
で
な
っ
た

方
な
ど
多
数
の
指
揮
官
が
輩

出
さ
れ
た
。
こ
の
記
念
盃

は
、
明
治
　
年
軍
艦
宗
谷
遠

４５

洋
航
海
記
念
と
し
て
あ
る
。

お
そ
ら
く
五
十
六
元
帥
も
こ

の
宗
谷
に
乗
船
し
て
い
た
事

と
思
わ
れ
る
。
盃
の
裏
に
航

海
寄
港
地
と
し
て
　
の
港
名

１８

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か

ら
間
も
な
く
第
１
次
世
界
大

戦
が
勃
発
。
独
・
伊
と
戦
う

事
に
な
り
、
日
本
は
連
合
軍

と
し
て
ロ
シ
ア
を
支
援
す
る

事
に
な
り
、
か
つ
て
ロ
シ
ア

か
ら
捕
獲
し
た
ワ
リ
ヤ
ー
グ

（
宗
谷
）
を
ロ
シ
ア
海
軍
に

返
還
す
る
。
宗
谷
は
再
び
ロ

シ
ア
海
軍
ワ
リ
ヤ
ー
グ
と
改

名
さ
れ
、
ロ
シ
ア
海
軍
に
引

き
渡
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

な
ぜ
か
宗
谷
は
ロ
シ
ア
国
と

浅
か
ら
ぬ
因
縁
が
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
外
輪
船
で
裏
に
福

田
丸
と
印
さ
れ
て
い
る
記
念

　
宗
谷
は
南
極
観
測
船
と
し

て
、
当
時
国
民
に
大
変
話
題

に
な
っ
た
船
で
あ
り
、
昭
和

　
年
南
極
に
昭
和
基
地
開
設

３２の
任
務
を
遂
行
し
た
船
で
あ

る
。
昭
和
　
年
、
香
焼
島
造

１１

船
所
に
耐
氷
型
貨
物
船
３
隻

の
発
注
を
受
け
、
ソ
連
船
ボ

ロ
チ
ェ
ベ
ツ
号
と
し
て
進
水

し
た
が
、
第
２
次
世
界
大
戦

直
前
の
情
勢
に
、
ソ
連
へ
の

引
き
渡
し
は
さ
れ
ず
、
正
規

に
軍
艦
宗
谷
と
し
て
様
々
な

武
器
を
装
備
し
進
水
し
た
。

昭
和
　
年
　
月
、
終
戦
と
共

２０

１２

に
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
と

な
る
。
初
代
の
南
極
観
測
船

と
言
わ
れ
て
い
る
が
…
。
こ

こ
に
掲
載
し
た
写
真
、
軍
艦

宗
谷
は
明
治
　
～
８
年
（
１

３７

９
０
４
年
）
日
本
海
軍
が
、

バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
に
一
方
的

勝
利
し
た
日
露
戦
争
当
時
の

ロ
シ
ア
海
軍
巡
洋
船
（
艦
名

ワ
リ
ヤ
ー
グ
）
。
竣
工
２
年

余
り
の
最
新
鋭
艦
で
あ
っ
た

が
開
戦
早
々
に
、
優
勢
な
日

本
海
軍
と
交
戦
敗
退
し
自
沈

す
る
。
日
本
海
軍
は
ワ
リ
ヤ

ー
グ
を
勝
利
艦
と
し
て
浮
揚

回
航
完
全
修
理
し
て
、
巡
洋

艦
宗
谷
と
命
名
す
る
。
日
本

海
軍
に
編
入
さ
れ
た
宗
谷

友
情
の
大
切
さ

人
生
の
悲
し
み
を
知
っ
て
ま

す
か

仕
事
も

興
味
も
移
ろ
い
や
す
い
君

人
も
物
も
再
構
築
す
る
と
り

合
わ
せ
が

ス
テ
キ
な
の
で
す

世
の
中
は
複
雑
で
巧
妙
な
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す

君
が
思
う
ほ
ど
に
単
純
で
は

あ
り
ま
せ
ん

ど
う
ぞ
根
気
ず
く
で
お
出
か

け
な
さ
い

い
つ
か
「
み
っ
ち
り
修
業
し

ま
し
た
」
と

晴
れ
た
日
が
訪
れ
ま
す
よ
う

に

（
鳥
取
市
・
元
湯
温
泉
）

譲
歩
を
し
な
が
ら
根
を
張
っ

て
い
る

夜
の
静
寂
が
訪
れ
る
と
自
由

な
こ
こ
ろ
は

月
の
従
者
の
よ
う
に
夜
空
へ

君
臨
し
て
い
る

思
慕
す
る
こ
こ
ろ

一
瞬
の
記
憶
し
か
残
ら
な
い

花
火

か
っ
こ
い
い
け
れ
ど

た
っ
た
そ
れ
だ
け

頭
を
下
げ
る
こ
と
を
知
っ
て

ま
す
か

ど
く
だ
み
草

道
端
に
も
荒
地
に
も
裏
庭
に

も
藪
の
な
か
に
も

目
的
を
も
っ
て

く
る
日
も
く
る
日
も
咲
き
つ

づ
け
て
い
る

ど
く
だ
み
草

ろ
う
そ
く
の
灯
り
の
よ
う
な

少
女
の
よ
う
な

ほ
の
明
る
さ
に
ふ
い
う
ち
を

く
ら
う
。

自
分
の
力
量
を
わ
き
ま
え
て

高
望
み
を
し
な
い
で

小
谷
　
早
苗

日
露
戦
争
戦
利
艦
、宗
谷
、

外
輪
船
福
田
丸篠

田
  恒
男

投稿
旺

王

欧

翁

横横

横横
殴 殴

北
浦
賀
代
子

鵜
篝
の
闇
深
ま
り
し
火
色
か

な組
み
立
て
し
裸
の
鉾
の
縄
づ

く
し

中
江
　
司
郎

ほ
ほ
え
み
は
是
と
も
否
と
も

浮
い
て
来
い

す
れ
違
ふ
人
の
髪
の
香
蛍
の

夜

西
上
　
邦
子

真
直
ぐ
な
水
路
に
も
あ
る
花

菖
蒲

言
ひ
訳
の
話
な
が
び
く
ソ
ー

ダ
水

谷
下
　
一
玄

明
易
き
旅
の
雲
上
ホ
テ
ル
か

な男
手
に
粥
炊
い
て
を
り
夏
の

風
邪

阿
戸
　
敏
明

片
足
は
ベ
ッ
ド
を
垂
り
ぬ
夏

の
風
邪

し
ろ
が
ね
の
鱚
釣
れ
朝
を
引

き
寄
せ
ぬ

林
　
な
つ
を

蛸
壺
を
片
寄
せ
て
よ
り
海
開

形
代
の
わ
が
名
薄
れ
て
流
れ

け
り

明
円
の
ぼ
る

青
鬼
灯
速
達
便
を
手
に
し
た

る土
用
蜆
瀬
田
の
大
橋
く
ぐ
り

け
り

奥
野
　
千
秋

老
僧
の
百
足
虫
ば
し
り
と
打

ち
に
け
り

夏
霧
や
飛
天
の
如
く
山
被
ふ

東
浴
信
用
組
合常

勤
理
事

（

）
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平成２４年８月１日現在

　
縁
側
と
日
本
庭
園
が
有
名

な
東
京
都
足
立
区
千
住
元
町

に
あ
る
銭
湯
「
タ
カ
ラ
湯
」

に
七
夕
飾
り
が
お
目
見
え

し
、
お
客
さ
ん
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
る
。

　
七
夕
飾
り
は
、
銭
湯
を
作

品
の
発
表
の
場
と
し
て
い
る

偐
銭
湯
芸
術
家
做
の
ウ
エ
ハ

ラ
ヨ
シ
ハ
ル
さ
ん
が
制
作
。

軽
石
や
ヘ
チ
マ
な
ど
お
風
呂

に
関
連
す
る
グ
ッ
ズ
を
使
っ

て
お
り
、
庭
を
見
渡
せ
る
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

理
科
好
き
、銭
湯
で
育
む

石
川
県
小
松
市
、　
日
か
ら

２１

「
お
風
呂
屋
さ
ん
検
定
」で
魅
力
再
発
見
を

京
都
・
西
京
区
の
「
桂
湯
」夫
婦

と
を
実
践
す
る
。
教
室
を
企

画
し
た
「
ぽ
か
ぽ
か
諸
江
の

湯
」（
諸
江
町
中
丁
）の
松
永
紗

妃
子
さ
ん（
　
）は
「
地
域
の

３０

人
と
世
間
話
を
し
な
が
ら
入

浴
す
る
な
ど
銭
湯
の
魅
力
を
、

マ
ナ
ー
と
と
も
に
、
子
ど
も

は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
に
も
広

め
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
同
組
合
の
松
永
日
出
男
理

事
長
（
　
）
は
「
銭
湯
の
良

６２

さ
と
ル
ー
ル
を
周
知
し
、
親

子
で
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
語
っ
た
。

  　
　
　
　
（
北
國
新
聞
よ
り
）

る
内
容
の
紙
芝
居
を
楽
し
み

な
が
ら
、
▽
体
を
洗
っ
て
か

ら
入
浴
す
る
▽
湯
船
に
潜
ら

な
い
▽
脱
い
だ
服
を
き
ち
ん

と
畳
ん
で
置
く
―
な
ど
６
項

目
の
「
約
束
」
を
確
認
し
た
。

　
園
児
は
　
日
に
銭
湯
で
入

２３

浴
し
、
紙
芝
居
で
学
ん
だ
こ

　
園
児
に
公
衆
浴
場
で
の
マ

ナ
ー
を
教
え
る
「
浴
育
（
よ

く
い
く
）」を
、
県
公
衆
浴
場

業
生
活
衛
生
同
業
組
合
が
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
入
浴
時
の

ル
ー
ル
を
紹
介
す
る
紙
芝
居

を
上
演
し
た
り
、
実
際
に
銭

湯
に
入
る
体
験
を
通
し
て
、

正
し
い
入
浴
法
と
公
共
の
場

で
の
振
る
舞
い
方
を
身
に
付

け
て
も
ら
う
。
同
時
に
「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

の
場
で
も
あ
る
浴
場
の
魅
力

を
伝
え
、
銭
湯
離
れ
に
歯
止

め
を
か
け
た
い
考
え
だ
。

　
６
月
　
日
、
米
泉
町
５
丁

１８

目
の
伏
見
か
わ
い
幼
稚
園
で

開
か
れ
た
浴
育
教
室
で
は
、

年
長
児
　
人
が
、「
セ
ン
ト

５８

君
」
と
「
ユ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」

が
「
お
風
呂
屋
の
お
じ
さ
ん
」

か
ら
銭
湯
の
マ
ナ
ー
を
教
わ

に
科
学
グ
ッ
ズ
を
置
く
。

　
清
水
伸
一
組
合
長
は
「
子

ど
も
た
ち
が
銭
湯
は
楽
し
い

と
見
直
す
き
っ
か
け
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。「
触
れ

合
い
入
浴
」
は
８
月
　
日
ま

３１

で
。  　
　
（
北
國
新
聞
よ
り
）

家
族
が
同
伴
す
れ
ば
、
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
は
入
浴
料

が
無
料
に
な
る
。
大
き
な
風

呂
で
の
入
浴
を
通
じ
て
家
族

の
絆
を
深
め
る
目
的
で
、
今

年
は
親
子
の
会
話
を
弾
ま
せ

る
き
っ
か
け
に
も
な
る
よ
う

小
学
生
以
下
は
無
料
と
な

り
、
科
学
グ
ッ
ズ
を
通
し
て

家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
深
め
て
も
ら
う
。

　
ロ
ビ
ー
な
ど
に
使
用
方
法

を
一
緒
に
置
き
、家
族
連
れ
が

体
験
を
通
じ
て
理
科
の
原
理

や
面
白
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
。

　
３
年
目
と
な
る
「
触
れ
合

い
入
浴
」
は
中
学
生
以
上
の

　
石
川
県
の
小
松
浴
場
組
合

は
　
日
か
ら
の
「
夏
休
み
家

２１
族
触
れ
合
い
入
浴
」
に
合
わ

せ
、
加
盟
す
る
小
松
市
内
の

銭
湯
　
店
に
科
学
グ
ッ
ズ
を

１０

置
く
。
子
ど
も
が
自
由
に
使

い
、
市
が
進
め
る
「
理
科
好

き
」
の
子
ど
も
の
育
成
を
後

押
し
す
る
狙
い
。「
触
れ
合

い
入
浴
」
で
は
家
族
同
伴
の

と
知
っ
て
ほ
し
い
。
ク
イ
ズ

を
通
し
て
、
マ
ナ
ー
も
含
め

て
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
い
、

お
互
い
に
い
い
環
境
に
な
る

よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。  （
京
都
新
聞
よ
り
）

ト
に
な
っ
て
お
り
、
根
拠
と

な
る
条
例
や
、
関
東
地
方
の

銭
湯
と
の
習
慣
な
ど
の
違
い

や
そ
の
理
由
、
歴
史
や
豆
知

識
も
添
え
て
い
る
。
村
谷
さ

ん
は「『
気
持
ち
良
さ
』を
提

供
す
る
銭
湯
の
こ
と
を
も
っ

組
合
の
右
京
・
西
京
支
部
長

を
務
め
る
。
近
年
、
府
内
の

銭
湯
が
減
る
中
、
銭
湯
文
化

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

お
う
と
検
定
を
作
っ
た
。

　
　
問
で
す
べ
て
３
択
。
府

１３
内
の
銭
湯
の
軒
数
▽
入
浴
料

は
誰
が
決
め
る
の
か
▽
市
内

で
銭
湯
が
一
番
多
い
区
と
少

な
い
区
は
―
な
ど
を
は
じ

め
、
何
歳
以
上
か
ら
、
男
湯

と
女
湯
に
別
れ
て
入
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
▽
浴
槽
の

お
湯
の
設
定
温
度
は
▽
京
都

の
銭
湯
で
６
月
５
日
に
毎
年

行
う
の
は
何
湯
か
―
と
い
う

難
易
度
の
高
い
問
題
も
あ
る
。

　
Ａ
４
判
で
解
答
編
と
セ
ッ

に
な
っ
て
お
り
、
多
く
人
が

銭
湯
を
「
再
発
見
」
で
き
る

内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
村
谷
純
一
さ
ん
（
　
）
と

６４

聡
子
さ
ん
（
　
）
＝
同
区
桂

５３

木
ノ
下
町
。
純
一
さ
ん
は
府

公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業

　
京
都
市
西
京
区
で
銭
湯

「
桂
湯
」
を
経
営
す
る
夫
婦

が
、
銭
湯
に
関
す
る
ク
イ
ズ

「
京
都
の
お
風
呂
屋
さ
ん
検

定
」
を
作
っ
た
。
京
都
の
銭

湯
な
ら
で
は
の
歴
史
や
習

慣
、
マ
ナ
ー
を
学
べ
る
よ
う

　
地
域
に
密
着
し
た
川
崎
フ

ロ
ン
タ
ー
レ
と
川
崎
浴
場
組

合
の
コ
ラ
ボ
企
画
は
さ
ら
に

進
化
し
て
、
フ
ロ
ン
タ
ー
レ

の
顔
と
も
い
え
る
中
村
憲
剛

選
手
に
「
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ

エ
」
の
主
人
公
で
あ
る
ル
シ

ウ
ス
の
扮
装
を
し
て
も
ら

い
、
銭
湯
の
利
用
促
進
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。
浴

場
組
合
と
一
緒
に
「
地
域
密

着
」
型
経
営
の
モ
デ
ル
と
し

て
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
に
も
い
え

る
こ
と
で
す
が
大
事
な
こ
と

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
精
神
で

す
。
地
域
と
共
に
存
在
す
る

と
い
う
共
通
点
を
持
ち
な
が

ら
、
お
互
い
に
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

（
お
わ
り
）

企
画
は
全
国
浴
場
新
聞
で
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
「
一
緒

に
お
フ
ロ
ん
た
～
れ
」
と
い

う
も
の
で
す
が
、
フ
ロ
ン
タ

ー
レ
と
の
提
け
い
に
よ
り
、

銭
湯
の
利
用
促
進
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
フ
ロ
ン

タ
ー
レ
と
組
合
で
タ
ッ
グ
を

組
ん
で
成
果
を
得
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
昨
年
は
マ
ン
ガ

「
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
」
が

評
判
の
中
で
出
版
社
と
交
渉

し
「
『
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
』
は

純
粋
な
イ
タ
リ
ア
語
の
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
で
す
。
お
ま
け

に
フ・
ロ・
が
つ
い
て
ま
す
」
と

納
得
し
て
も
ら
い
「
テ
ル
マ

エ
・
フ
ロ
・
・
マ
エ
」
と
い
う
浴

場
組
合
と
の
コ
ラ
ボ
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
マ
ン
ガ
の

「
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
」
が

映
画
化
さ
れ
た
こ
と
は
よ
ろ

こ
ば
し
い
限
り
で
す
。

　
ま
ず
は
自
分
の
街
を
知
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

そ
れ
か
ら
郷
土
愛
を
ど
の
よ

う
に
引
き
出
す
か
、
と
い
う

プ
ラ
ン
が
出
て
き
ま
す
。

　
次
に
「
話
題
性
」
で
す
。
川

崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
で
は
イ
ベ

ン
ト
を
打
つ
時
に
は
お
客
さ

ん
を
呼
ぶ
た
め
に
ポ
ス
タ
ー

一
枚
で
も
色
々
な
人
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
作
り
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
時
に
は

「
親
父
ギ
ャ
ク
」
を
ま
じ
え

て
話
題
性
を
つ
く
り
ま
す
。

　
ま
た
、
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
で

は
川
崎
市
の
協
力
を
い
た
だ

き「
川
崎
応
援
バ
ナ
ナ
」と
い

う
企
画
を
実
施
し
て
成
功
し

た
例
も
あ
り
ま
す
。
今
日
は

地
元
の
神
奈
川
県
の
川
崎
浴

場
組
合
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

り
ま
し
た
。

　
「
地
域
性
」
と
い
う
こ
と

で
い
え
ば
１
３
０
０
万
人
の

東
京
、
３
０
０
万
人
の
横
浜

に
は
さ
ま
れ
て
い
る
細
長
い

地
域
で
あ
る
川
崎
市
で
す
。

銭
湯
で
い
え
ば
川
崎
区
に
は

銭
湯
が
多
い
の
で
す
が
、
麻

生
区
に
い
た
っ
て
は
１
軒
し

か
な
い
、
宮
前
区
に
は
１
軒

も
な
い
と
い
う
現
状
で
す
。

　
先
程
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
話
に
も
ど
す
と
、
人
口
分

布
、
人
口
構
成
、
生
活
や
教

育
の
レ
ベ
ル
、
交
通
網
、
商

店
街
の
状
況
、
市
の
財
政

力
、
文
化
的
施
設
、
特
産
品

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
も
の
を

把
握
し
て
対
策
を
立
て
る
、

逆
に
言
え
ば
そ
の
よ
う
な
地

域
性
を
把
握
し
な
け
れ
ば
対

策
を
立
て
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

い
う
こ
と
で
す
。
川
崎
の
良

い
所
、
悪
い
所
を
含
め
て
把

握
す
る
こ
と
、
俗
な
言
葉
で

い
え
ば
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が

大
事
な
こ
と
で
す
。
銭
湯
の

経
営
者
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ

う
な
人
達
が
住
ん
で
い
て
ど

の
よ
う
な
気
持
を
持
っ
て
る

か
を
と
ら
え
る
こ
と
で
す
。

　
こ
こ
川
崎
で
は
昔
は
野
球

の
ロ
ッ
テ
の
球
場
が
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
千
葉
に

移
っ
て
し
ま
い
今
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
読
売
の
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
川
崎
と
い
う
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
が
２

０
０
１
年
に
出
て
行
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

時
、
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
が

誕
生
し
ま
し
た
が
、「
フ
ロ

ン
タ
ー
レ
も
い
ず
れ
川
崎
を

出
て
い
く
の
で
は
？
」
と
い

う
ム
ー
ド
が
市
民
の
間
に
あ

は
「
地
域
性
と
郷
土
愛
」
で

す
。
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
　
や
Jr

Ａ
Ｋ
Ｂ
　
を
呼
ん
だ
り
し
な

４８

い
。
最
も
大
事
な
こ
と
は
、

地
元
の
特
産
品
だ
っ
た
り
、

川
崎
で
活
躍
し
て
い
る
地
道

な
人
と
か
「
地
元
つ
な
が
り
」

イ
コ
ー
ル
「
川
崎
つ
な
が
り
」

で
す
。
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ

は
、
常
に
地
元
川
崎
に
根
付

い
た
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
絶
対
的
に
必
要

な
こ
と
は
自
分
達
の
街
を
知

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
、
と

で
す
。

　
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
の
場

合
、
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
企
画
す
る
時
の
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

第
１
番
目
に
あ
げ
ら
れ
る
の

　
Ｊ
リ
ー
グ
の
ク
ラ
ブ
と
銭

湯
の
最
も
大
き
な
共
通
点
は

「
地
域
密
着
」
、
つ
ま
り
地

域
の
人
達
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
、
生
活
を
豊
か
な
も
の
と

し
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と

全
国
公
衆
浴
場
業
者
大
会
記
念
講
演

　
全
国
公
衆
浴
場
業
者
大
会
記
念
講
演
　
（
下
）

「
Ｊ
リ
ー
グ
と
銭
湯
経
営
の
共
通
点
」
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時
代
に
同
調
し
な
が
ら
「
銭

湯
の
歴
史
」を
伝
え
て
い
る
、

生
き
た
美
術
館
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
伝
統
的
銭
湯
を
後
世
に
残

し
て
い
く
一
つ
の
方
法
論
が

こ
こ
に
あ
る
。

文
・
今
井
健
太
郎

の
は
そ
う
い
う
訳
か
と
納
得
。

感
動
と
感
慨
を
覚
え
る
オ
ー

ナ
ー
か
ら
の
お
話
だ
っ
た
。

　
銭
湯
の
文
化
と
は
、
生
活

の
中
で
使
わ
れ
な
が
ら
育
ま

れ
る
「
生
活
文
化
」
で
あ
り
、

そ
の
様
態
は
時
代
に
よ
っ
て

変
化
し
続
け
て
い
く
。
い
わ

ば
現
在
進
行
形
の
文
化
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
鶴
の
湯
は

で
営
業
す
る
普
通
の
銭
湯
な

の
だ
が
、
店
内
に
入
る
と

（
高
窓
形
式
で
は
な
い
こ
と

以
外
は
）
昔
な
が
ら
の
木
造

銭
湯
そ
の
ま
ま
の
造
り
が
色

濃
く
残
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
ビ
ル
は
、
昭
和
　５２

年
竣
工
だ
か
ら
、
築
　
年
を

３４

経
過
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
そ
れ
以
上
の
風
格
と

歴
史
的
雰
囲
気
を
感
じ
て
し

ま
う
の
は
な
ぜ
な
の
か
？
オ

ー
ナ
ー
の
川
端
弥
太
郎
さ
ん

に
話
を
う
か
が
い
、
そ
の
訳

を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
鶴
の
湯
の
内
装
で
は
床
材

や
、
番
台
、
化
粧
梁
材
、
化

粧
柱
材
、
建
具
な
ど
、
そ
こ

か
し
こ
に
品
質
の
高
い
木
材

が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い

る
。
実
は
こ
れ
ら
現
在
の
内

装
に
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材

の
ほ
と
ん
ど
が
、
建
て
替
え

前
の
木
造
銭
湯
で
使
用
さ
れ

て
い
た
木
材
の
再
生
利
用
品

な
の
だ
。
前
代
の
木
造
銭
湯

は
昭
和
　
年
に
建
て
ら
れ
て

１０

い
る
の
で
、
こ
れ
ら
再
生
利

用
の
内
装
材
は
、
お
お
よ
そ

　
年
の
時
を
刻
ん
で
い
る
計

７５算
と
な
る
。

　
ビ
ル
銭
湯
な
の
に
、
不
思

議
な
風
情
と
味
わ
い
が
あ
る

の
湯
を
端
的
に
表
現
す
る
と

そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
外
か
ら
見
る
と
、
ビ
ル
内

　
「
昔
な
が
ら
の
銭
湯
の
間

取
り
と
造
り
」
を
そ
の
ま
ま

ビ
ル
イ
ン
さ
せ
た
銭
湯
。
鶴

ビ
ル
イ
ン
型
の
伝
統
的
銭
湯
涯

鶴
の
湯（
台
東
区
）

熊
隈

窟
窟
窟
窟
窟
窟
窟
窟
窟
窟
窟
窟
窟
窟
窟

園
児
に
「
浴
育
」石
川
県
組
合

が
入
浴
マ
ナ
ー
と
魅
力
伝
え

日
本
庭
園
が
名
物
の
銭
湯
に
七
夕
飾
り

足
立
区
の
「
タ
カ
ラ
湯
」

個
性
派
銭
湯
空

個
性
派
銭
湯
空
間間

セ
レ
ク
シ
ョ

セ
レ
ク
シ
ョ
ンン

東
浴
広
報
誌
１
０
１
０

１
１
２
号
よ
り

（
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